
 

 

 

 科 目 名(Subject)   中小企業論 

 単 位 数(Credits)   ２ 単位  開講時期 前 期  

 担当教員名(Name)     林 松国   （英字表記）LIN SONGGUO 研究室番号(Office)  426 

 Office Hours 随時（事前にメールで連絡してください） 

１．授業目的・方法(Course objective and method) 

目的：①中小企業の本質に関する理解とそれに必要な理論の獲得。②戦後における中小企業の発展史と

問題史について理解、分析する。 

方法：教科書を読むことにより、中小企業の本質と複眼的中小企業論の研究へ接近してゆきたい。担当

報告者はレジュメを作成し、報告する。フロアーでは、それについて議論する。 

 

２．授業内容(Course contents) 

第Ⅰ部 複眼的中小企業論 

第1回 オリエンテーション、中小企業について学ぶ意義 

第2回 中小企業の役割 

 予習課題：中小企業の定義、中小企業の役割 

 復習課題：中小企業とはどのような存在か 

第3回 複眼的中小企業論の提起 

 予習課題：積極型中小企業論、問題型中小企業論、複眼的中小企業論 

 復習課題：積極型中小企業論と問題型中小企業論を統合する必要性 

第4回 中小企業の発展性① 

 予習課題：情報発見競争、「場面情報」、企業家活動、情報参入障壁」、「需要多様分野」 

 復習課題：情報発見システムとしての企業について 

第5回 中小企業の発展性② 

 予習課題：情報共有の重要性、「中小規模の経済性」、経営者能力 

 復習課題：企業家活動に関する「中小規模の経済性」とは 

第6回 中小企業の発展性の小括 

第7回 中小企業の問題性① 

 予習課題：資本の集積・集中、大企業体制、価格管理、需要管理、市場多角化、金融市場支配 

 復習課題：寡占大企業による市場制御の根拠とは 

第8回 中小企業の問題性② 

予習課題：収奪問題、経営資源問題、市場問題 

 復習課題：寡占と中小企業問題の関係 

第9回 中小企業の問題性の小括 

第10回 中小企業は発展性と問題性の統一物 

 予習課題：「二重の制御」、企業家的中小企業」、「半企業家的中小企業」、「停滞中小企業」 

 復習課題：「企業家的中小企業」になるためには 

 

第Ⅱ部 戦後における中小企業の発展史・問題史 

第11回 戦後復興期の中小企業 

 予習課題：大企業体制の復活、二重構造、企業家活動の発生 

 復習課題：収奪問題による中小企業問題の深刻化 

第12回 高度成長期の中小企業 

 予習課題：「戦後大企業体制」の確立、中堅企業、高能力型零細企業 

 復習課題：中小企業の革新と高度成長の関係 

第13回 減速経済期の中小企業 

 予習課題：中小企業問題の変化、開発志向型中小企業、企業間関係の変化 

 復習課題：減速経済・知識集約化とベンチャービジネス出現の関係 

第14回 長期停滞期の中小企業 

 予習課題： 輸出・設備投資依存的拡大再生産、東アジア化、市場自立化 

 復習課題：「戦後大企業体制」の変容に伴う自立型中小企業の重要性 



 

 

第15回 まとめと復習   

  

３．使用教材(Teaching materials) 

＜教科書＞ 

黒瀬直宏(2012)『複眼的中小企業論―中小企業は発展性と問題性の統一物』同友館 

＜参考書＞ 

 松野周治・今田治・林松国編著（2016）『東アジアの地域経済発展と中小企業』晃洋書房 

  

４．成績評価の方法(Grading) 

講義準備の質、討論への積極的参加、講義中レポート（50%） 

講義内容を素材にした最終レポート（50%） 

 

５．成績評価の基準（Grading Criteria) 

 秀（100～90）：中小企業の本質と理論について秀でた理解力を示し、複眼的中小企業論を応用して、中

小企業の歴史や現状について秀でた分析をすることができる。レポートには秀でた独自の主張が含ま

れている。 

 優（89～80）：中小企業の本質と理論について優れた理解力を示し、複眼的中小企業論を応用して、中

小企業の歴史や現状について優れた分析をすることができる。レポートには優れた独自の主張が含ま

れている。 

 良（79～70）：中小企業の本質と理論について良い理解力を示し、複眼的中小企業論を応用して、中小

企業の歴史や現状について良い分析をすることができる。レポートには独自の主張が含まれている。 

 可（69～60）：中小企業の本質と理論について理解力を示し、複眼的中小企業論を応用して、中小企業

の歴史や現状について分析をすることができる。レポートには独自の考えが含まれている。 

 不可（59～0）：中小企業の本質と理論について十分な理解力を持たず、複眼的中小企業論を応用して、

中小企業の歴史や現状について分析をすることができない。 

 

６．履修上の注意事項(Remarks) 

当講義では、講義中の積極的な発言、議論を求める。 

教科書を輪読する方法をとるが、受講者が作成する発表内容及びレジュメが単なる教科書の要約である

と判断される場合、成績評価対象から除外する。与えられた課題内容を自分なりに読み解き、解釈、考察

することで、発表のポイントを明確にする、あるいは課題から新しいテーマをフロアーに提起することを

求める。 

  


